
宮
城
・壇
の
越
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
宮
城
県
加
美
郡
加
美
町
鳥
嶋

・
鳥
屋
ヶ
崎

・
谷
地
森

２
　
調
査
期
間
　
　
第
九
次
調
査
　
一
一〇
〇
五
年

（平
１７
）
四
月
～

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
加
美
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
斉
藤
　
篤
、
柳
澤
和
明

。
生
田
和
宏

（宮
城
県
教
育
委
員
会
）

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
～
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

壇
の
越
遺
跡
は
、
鳴
瀬
川
の
支
流
田
川
の
左
岸
に
形
成
さ
れ
た
標
高
五
〇
～

六
〇
ｍ
前
後
の
河
岸
段
丘
上
に
立
地
す
る
。
奈
良

・
平
安
時
代
を
主
体
と
す
る

複
合
遺
跡
で
、
範
囲
は
東
西
約

二

。
Ｏ
ｋｍ
南
北
約

一
・
五
臨
に

及
ぶ
広
大
な
も
の
で
あ
る
。
遺

跡
の
北
側
に
は
、
賀
美
郡
行
跡

と
推
定
さ
れ
る
東
山
官
衛
遺
跡

が
所
在
す
る
。

Ｄ

　

調
査
は
県
営
基
盤
整
備
事
業

古

と
県
道
移
設

・
改
良
工
事
に
伴

う
も
の
で
、　
一
九
九
六
年
度
の

確
認
調
査
以
来
継
続
的
に
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
約

一
町
ご
と
に
施
工

さ
れ
た
道
路
に
よ
る
奈
良

・
平
安
時
代
の
方
格
状
の
地
割
が
検
出
さ
れ
、
区
画

の
内
部
か
ら
材
木
塀
で
囲
ま
れ
た
居
宅
を
は
じ
め
、
多
数
の
掘
立
柱
建
物
、
竪

穴
住
居
、
井
戸
、
溝
、
土
坑
な
ど
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
現
在
、
方
格
地
割
は

東
山
官
衛
遺
跡
の
南
門
か
ら
南
に
入
町
、
南
門
か
ら
南
に
延
び
る
南
北
大
路
を

基
準
と
し
て
東
に
三
町
、
西
に
七
町
の
範
囲
と
み
ら
れ
て
い
る
。

今
回
の
調
査
は
、
県
道
部
分
と
基
盤
整
備
事
業
に
伴
う
排
水
路
部
分
を
対
象

と
す
る
も
の
で
、
地
割
の
北
東
部
を
中
心
と
す
る
地
域
に
あ
た
る
。
木
簡
は
、

南
門
か
ら
七
町
南
で
南
北
大
路
の
東
に
面
し
た
東

一
南
七
区
の
上
坑
Ｓ
Ｋ
四
人

〇
六
の
底
面
か
ら

一
点
出
土
し
た
。

東

一
南
七
区
は

一
部
の
調
査
に
と
ど
ま
る
た
め
全
体
の
様
相
は
不
明
で
あ
る

が
、
区
画
北
辺
の
南
六
道
路
沿
い
で
は
人
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
前
半
頃
に
か

け
て
、
規
模
や
柱
穴
の
大
き
い
掘
立
柱
建
物
が
営
ま
れ
、
継
続
的
に
変
遷
し
て

い
た
状
況
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
九
世
紀
前
半
頃
に
は
南
北
大
路
と
の
交
差
点

に
近
い
西
端
に
桁
行
三
間
、
梁
行
二
間
の
東
西
棟
建
物
Ｓ
Ｂ
四
〇
八
〇
、
そ
の

東
側
に
桁
行
五
間
以
上
、
梁
行
二
間
の
東
西
棟
建
物
Ｓ
Ｂ
二

一
一
四
が
柱
筋
を

揃
え
て
並
ん
で
い
る
。
と
も
に
柱
穴
の
大
き
さ
が

一
ｍ
を
越
え
る
建
物
で
、
西

側
の
Ｓ
Ｂ
四
〇
八
〇
で
は
南
と
西
に
雨
落
溝
を
伴

っ
て
い
る
。

木
簡
が
出
土
し
た
Ｓ
Ｋ
四
人
〇
六
は
、
Ｓ
Ｂ
四
〇
人
○
廃
絶
時
の
廃
棄
物
を

捨
て
た
土
坑
で
、
Ｓ
Ｂ
四
〇
八
〇
の
南
西
隅
柱
穴
の
南
側
に
位
置
し
、
雨
落
溝

と
重
複
し
て
い
る
。
形
状
は
東
西
六

・
Ｏ
ｍ
南
北
三

・
八
ｍ
の
不
整
円
形
で
、



2005年出上の木簡

深
さ
は
約
八
〇
伽
で
あ
る
。
木
簡
の
ほ
か
に
は
、
九
世
紀
前
半
頃
の
土
師
器

・

須
恵
器
、
曲
物
、
用
途
不
明
の
木
製
品
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

な
お
、
今
回
の
調
査
で
は
、
ほ
か
に
漆
紙
文
書
が

一
点
出
土
し
て
い
る
。
出

土
遺
構
は
東

一
南
五
区
の
溝
Ｓ
Ｄ
四
六
九
四
で
、
両
面
に
文
字
が
認
め
ら
れ
る

が
、
漆
の
付
着
が
激
し
く
、
現
在
解
読
中
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

〔給
力
〕

⑪

　

□
升

一
升
大
弟
又
□
三
升
子
弟
日
―十
日
　
　
〕岸授

（こ

溢

ｏ３

単
位
に
升
を
用
い
る
物
品
の
支
給
に
関
わ
る
断
簡
で
あ
る
。
左
辺
は
割
損
す

る
が
、
右
辺
下
半
に
は
切
り
、
上
端
に
は
削
り
な
ど
の
二
次
的
な
整
形
が
加
え

ら
れ
て
お
り
、
木
簡
と
し
て
の
使
用
後
に
別
の
木
製
品
に
転
用
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
つ
い
て
は
、
東
北
大
学
の
今
泉
隆
雄
氏
の
ご
教
示
を

得
た
。

（斉
藤
　
篤
、
吉
野
　
武

〈宮
城
県
多
賛
城
跡
調
査
研
究
所
し




